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１．はじめに 

戦後 60 年、東京オリンピック開催後 40 年を経過

し、わが国では社会資本の更新時期を迎え、住民が

安全・快適で潤い豊かな生活を送るための都市再生

の動きが活発化している。とくに、都市部では本来

河川が有している防災、空間、環境などの多様な役

割を再認識し、安全で快適なまちづくりのために地

域社会と行政が連携しながら荒廃消失した河川を復

元再生し、有効利用する取り組みが必要である１）。 

本研究は、東京都世田谷区内の暗渠化された旧河

川を対象に、河川水路網の変遷と現状、水辺再生に

ふさわしい地域場所や水辺再生に必要な水源確保の

ための流域および沿川空間の土地利用・地形・地盤

構造と地下水位変動などについて調査し、降雨や地

下水の有効利用を念頭においた水辺再生について検

討するものである。 

本報では、目黒川水系の旧河川烏山川・北沢川を

対象に、関係資料に基づいて河川水路網の変遷と現

状および旧河川沿いの地盤構造を調べ、水辺再生の

可能性について検討した結果を述べる。 

２．対象河川の概要 

対象河川は、図 1に示すように武蔵野台地に位置

する目黒川の支川で、昭和初期までは玉川上水の分

水路(農業用水路)として利用されていた２）。その後

の高度経済成長の進展に伴う人口増加により水質が

悪化したために、昭和５０年頃から下水道暗渠化さ

れ３）、その上部は緑道として使われている。平成 7

年度以降は、北沢川緑道と烏山川緑道の合流部上下

区間の一部に動植物、水生生物などが生育できるせ

せらぎを復活し、地域住民のふれあいの場として利

用されている。なお、せせらぎの水源は、東京都下

水道局落合処理場の下水処理水を高度処理したもの

である４）。 

 

(b)現在 

(a)昭和初期頃 

図 1 世田谷区内の河川の変遷 
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３．河川水路網と現状 

烏山川と北沢川は元々自然河川であり、地形は武蔵

野台地と川沿いの沖積低地で構成され、台地河川特有

の地形のために、河床勾配は下流部よりも上流部の方

が緩やかになっている。図 2に示すように、用水路と

して使用されていた頃は河川沿いの低地には緑色で示

した水田が存在していた。昭和 31 年ごろに撮影された

本学近くの烏山川品川橋から下流方向の写真 1による

と、当時の川は自然状態であり、右岸側には水田、左

岸には畑があったことがわかる。現在は緑道として利

用されているが、空間的にはかなり余裕があるので、

暗渠化された下水道との位置関係を考慮することによ

り、水辺再生の空間確保が可能であると思われる。 

４．旧河川沿いの地盤構造 

 ここでは、水辺再生の場所は、水量の確保と地域住

民の利用状況を勘案し、旧河川沿いの低地(水田)が敵

地であると考える。なお、水源は低地の地下水、すな

わち降雨を有効利用するものとする。関係機関から提

供して頂いた地盤図に基づいて二つの旧河川沿い低地

の地盤構造の概略を示すと、図 3 のようになる。図 3

によると、砂礫層(青色)は地表面から浅い位置に存在

しており、この傾向は下流部において顕著である。し

たがって、水源としては低地に分布している砂礫層の

地下水利用が期待できる。 

５．おわりに 

 今後は、地下水の水量および水質の観測調査を実施

し、地下水の有効利用について検討するとともに、管

理者や地域住民と連携した水辺再生の方向性について、

さらに検討を加えていくつもりである。 
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